
昭和46年 ６月

10月 小城地区消防事務組合設立許可。（佐賀県指令46地第2837号）

消防本部（署）庁舎着工。

11月 小城地区消防本部の設置。（仮庁舎牛津町江津）

消防職員1人牛津町から出向。

組合長就任･消防長任命。

事務吏員1人採用。

12月 消防職員10人採用。

昭和47年 ４月 消防本部（署）庁舎完成。

消防職員20人採用。

消防本部に4係制設置。（消防署兼務）

消防同意業務開始。

指令車配置。

日本損害保険協会から寄贈された救急車（3Ｂ型）1台を配置。

５月 無線機整備。（基地局１基･移動局１０基）

救急業務開始。

広報車配置。

６月 危険物に関する許認可事務開始。

消防ポンプ自動車（ＧＭ）配置。

10月 水槽付消防ポンプ自動車（モリタ）配置。

昭和48年 ４月 消防職員８人採用。（職員数４１人）

11月 日本損害保険協会から寄贈された消防ポンプ自動車（吉谷）1台を配置。

昭和49年 ５月 小型消防ポンプ積載車配置。

８月 小城郡消防協会の事務移管。

昭和50年 ７月 救急予備車（トヨタクラウン）配置。

救助訓練塔完成。

８月 小城地区消防事務組合例規集発刊。

10月 消防本部（署）組織再編。

11月 佐賀県常備消防相互応援協定締結。

昭和51年 ７月 無線機整備。（移動局１基）

10月 車両整備室及び書類保管庫完成。

小城郡内4町に対し、消防組織法第10条に基づき消防本部及び消防設置の政
令指定を受ける。（自治省告示110号）

旧小城地区消防本部の沿革 



昭和52年 ３月 緑化整備（植樹）第１期工事完成。

７月 救助船（ＴＷ－１５Ｆ）配置。

12月 超短波（ＦＭ）受信機整備。（１０基）

昭和53年 ７月 訓練場一部舗装工事完成。

８月 日本消防協会から寄贈された救急車（２Ｂ型）1台を配置。

昭和54年 ４月 指令車更新配置。

６月 総合気象観測装置整備

昭和55年 ３月 資材倉庫完成

緑化整備（植樹）第２期工事完成。

６月 訓練塔改修工事完成。

昭和56年 ３月 無線機整備。（移動局１基）

４月 消防職員７人採用。（職員数４７人）

10月 庁舎塗装工事完成。

昭和57年 10月 日本消防協会から寄贈された救急車（２Ｂ型）1台を更新配置。

藤棚設置。

昭和58年 ３月 バイク･自転車置き場完成。

昭和59年 ３月 無線機整備。（移動局１基）

８月 日本消防協会から寄贈された査察広報車1台を配置。

昭和61年 11月 日本防火協会から寄贈された防火広報車１台を配置。

昭和62年 ３月 水槽付消防ポンプ自動車配置。

無線機整備。（移動局１基）

昭和63年 ３月 無線機整備。（基地局１基）

８月 日本消防協会から寄贈された電源照明車1台を配置。

９月 日本損害保険協会から寄贈された救助工作車１台を配置。

平成元年 ３月 日本損害保険協会から寄贈された救急車１台を更新配置。

消防ポンプ自動車更新配置。

無線機整備。（移動局１基）

５月 指令車更新配置。

６月 防災指導車更新配置。

平成２年 ９月 救急医療関係功労者として県知事表彰を受ける。

平成３年 ２月 消防ポンプ自動車更新配置。

６月 積載車更新。

平成４年 ３月 敷地拡張購入造成事業完成。（1,388㎡）

４月 事務連絡車更新配置。

９月 総合気象観測装置更新整備。

10月 日本消防協会から寄贈された救急車１台を更新配置。

12月 消防本部旗制定。

平成５年 ２月 サブ車庫建設工事完成。

３月 「20年の歩み」発刊。

４月 小城地区危険物安全協会設立。



平成６年 ２月 査察広報車更新配置。

危険物倉庫完成。

９月 火災テレホンサービス運用開始。

平成７年 ７月 訓練場照明灯設置。

11月 庁舎改装工事完成。

平成８年 12月 高規格救急自動車配置運用開始。

平成９年 ３月 救急室及び書庫の増築。（54.74㎡）

平成10年 ７月 コンプレッサー置場完成。

平成11年 ４月 消防吏員1人採用。（職員数50人）

11月 高規格救急自動車配置（計2台）運用開始。

平成12年 ２月 防火広報車配置。


